実技課題
訓練課題（実技解答及び解説）

「被覆アーク溶接によるJIS溶接技能者評価試験用治具製作」

実技課題
「被覆アーク溶接によるJIS溶接技能者評価試験用治具製作」

解答例
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課題制作手順(例)
	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	準備
	作業場所の確認整理
工具の確認

材料の数と種類の確認

	写真なし

	(１)作業工程の計画


	図面を確認して、作業手順等を計画する。
指導員側で作成開始時間を決める。訓練生が作業工程計画書を書き、完成の報告受けたあと、別添１に作業終了時間を記載して用紙を渡し、計画書の採点・確認を行わせ、作業２を開始させる。

	写真なし

	(２)材料の準備


	材料のシャーリングによる切断面のダレ（写真１）をサンダー、やすりで修正する（写真２）。

（この修正作業を行う場合は、試験材料の切断時に、規定の寸法に１～２㎜程度大きく切っておく必要がある。

ただしシャーリングを用いないで切断した材料（例：バンドソー等切断面にダレがでない器具）については、切断面を確認し、ダレがなければ必要ない（写真３）。）

※訓練の実施状況、機器の関係で行うのが難しい場合は、この修正作業は訓練実施者の判断で省いても良い。
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写真１
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写真2
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写真３

	（３）けがき作業


	材料に部品図を確認し、けがく。（写真４）

穴あけ箇所にポンチを打つ。（写真５）

ガス切断を使用して切断する箇所には、けがき線の上に等間隔でポンチを打っておくと、切断・仕上げ時に作業がしやすくなる。（写真６）
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写真４
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写真５
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写真６

	(４)ボール盤作業


	ボール盤を使用し、部品１，３にφ６の穴を開ける。

回転数の設定は訓練生にさせる。
工具の使用方法、安全保護具の着用を確認する。
穴あけ後、面取りをする。
（写真７は部品①の加工例）
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写真７

	(５)材料の加工、切断


	ガス切断（手動・自動）、帯のこ盤、弓のこ等を使用し、部品①、③の切断を行う。

この時使用する機器は、作業工程計画書を基に訓練生に判断させる。
部品①については、板厚が19㎜と厚いので、ガス切断を使用する。
またガス切断する際はけがき線より１～２㎜程度の余裕をもって切断すること。（切断面の仕上げ代の確保のため）

（写真８は切断加工例）
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写真８

	
	手動切断を行う場合は、切断定規があれば使用してもよい。

切断面の確認をし、ノロ等をハンマー、たがね等を使用し除去する。

部品図をみて規定の寸法になるように切断面をグラインダー、やすりで仕上げる。


	

	(６)組立及び仮付け

	出来た材料の組立を行い、タック溶接を行う。

タック溶接の長さは20mm以内とし、場所は訓練生が決める。
この時点で、別添３を終了時間の記入後に訓練生に渡し、測定させる。

写真９のように固定すると作業がしやすい。
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写真９

	(７)溶接

	指示された箇所の溶接を行う。

この時使用する溶接棒は普段訓練で使用している銘柄を使用する。

電流条件や溶接姿勢は訓練生が決める。
（写真１０,１１,１２は溶接施工例）


	







	(８)仕上げ

	仕上げ作業として、スパッタ等の除去、溶接箇所の手直しを行う。

（写真１３は製品例）
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写真１３

	(９)点検、測定
	終了後、別添４を終了時間の記入に訓練生に渡し、図面を確認して、寸法等の確認をさせる。

また治具として機能するか確認をする。


	


○作業の開始時刻は全てこちらで管理するが、各訓練生の用紙ごとに記入するか、こちらで一覧を用意して記入するなどして管理する。
○材料を渡された時や加工ごとにしっかりとバリを取らせる。
写真１０








写真１１








写真１２








